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 てѽњѡگыѽ҄ ؝

ыѽѡ     ᄰ̚ૉоѻ҄ຊнし݁ђѿう ࿈̚ધࡠђなњᄰૉоଡ଼৻うᄹ̱な事ேのඦљگѕ

てжく̛яѾѡࣰ̚ཅ的なѴのљдѕてѴࢯથоڛద的にयݪしёѴのљдѕてѴᄰૉоც҄ࡍнし

କ体的に߈ຊыѽхњљႌになѕてжくњৡкѽ̛ 

    ᄰૉのକ体的な߈ຊњѡ͎̹してみёж͏͎ хうしёѻћうなѽのђѿう͏͎ ිѫてみよう͏ 

 ͎試してみよう な͏ћࠨж҄実ॳしようњыѽёѳに試২੪ণ҄くѼဨしなоѻڛᅋ的にࢧࠂにຉпну

ѽ২ຊњഌкѽ̛ 

    хのࢯથѡ ᄰ̚ૉо݁҄ߴъてжѽн݁にࡀ࿉жてжѽн݁に࡛ჲ҄Ѵѕてжѽнなћᄰૉの

のຼლに࠱Ѽึжなоѻศಀな܋҄し̚ыѽのݬк҄گててжнなуѾѢなѻなж̛କ

体的に߈ຊыѽᄰૉњѡ ѧ̚ђ҅߈ыѽඦљଡ଼৻うᄹ̱なࢧࠂにࢷႱѶࠖ҄Ѵѓなоѻڛᅋ的に

ࠖҁѕてжхうњыѽᄰૉљдѽ х̛のようにڛᅋ的にࢧࠂにࠖҁѼକ体的にᄣѥѳѽᄰૉ҄گてѽ

хњоыѽ҄گてѽѴのњৡк̚ࢯથの܋҄ҥӆҶ̴ӎњしଖѼೌѲхњにしё̛ 
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 ҥӆҶ̴ӎのഌк၏ ؞

    ̹କ体的な子供҄گてѽёѳのࢯથの܋̹ 

   ͛କ体的なᄰૉの姿њѡ͜  

      ѻࢧࠂにࠖҁѽඦљ͎̚ ̹してみёж͏͎ ̹љпѽようになѼёж͏њࠨжѶ࠺ശ҄ऩകしてѴѓ

なоѻᄣ҅ђѼ߈ຊしёѼыѽхњољпѽ姿љдѽ̛ᄰૉѡ̚ࠨж҄実ॳыѽёѳに͎хうしёѻ

ћうнな͏͎試してみよう ͏њ̚ߴ ъёхњѶધѕёхњ҄のڛધљᄣѥѶ২ຊにڢяうњыѽ̛

Ѱё̚ცにॡкて౷ࣅ的に߈ຊしてжѽᄰૉにॸѻь̚なѼのધж҄ѴѕてᄣѨඦљ試২੪ণ

しなоѻჲൌ҄ݴीしようњしёѼ ᄓ̚ൣњધж҄к৻жᄣѥ҄ѕてжхうњしёѼыѽ姿Ѵକ体

的なᄰૉの姿љдѽњৡкѽ̛ 

    ᄰૉѡ̚ڈ̞ڈจљпѽࢧࠂにѴњକ体҄گѲёѳにྠᅃなन३њࢯથの܋によѼ̞̚

 ຊљпѽようになѽњ݀จしଖѼೌ҅ђ̛߈ててжくхњљକ体的にگᅋ̞സ๕なћのᆙ҄ڛ

 

љಀなхњњѡ͜܋થのࢯ͛      

    ͳ ᄰૉのધжѶࠨжに࠱Ѽึж̚ᄰૉઞљৡк৻мうњしてжѽ姿҄ಀにଣуયѳなоѻ̚

ᇫし৻жの҄ࠔޮုыѽ̛ 

    ͳ ᄰૉのࢷႱѶࠖに基づп͎хうしёж͏͎ Ѷѕてみёж͏њжうધж҄љпѽॸѼᄰૉのᆙљ

実ॳљпѽようにыѽ̛ 

    ͳ ᄰૉのࡀ࿉пѶཅॡ҄ಀにଣуયѳѽхњ҄ڛしなоѻ܋ыѽ̛ 

ͳ ఐࣛにдѽ߈҄ࢧࠂнしなоѻ̚ધҁьᄣѥђしёくなѽようなпѕну҄ѕёѼ̚ᄰૉࠔљ

ધжѶც的оࢠᄙљпѽよう๋ࢰししёѼыѽ̛ 

    

͛କ体的なᄰૉ҄گѲёѳにྠᅃなхњ͜  

 

 

 

କ体的なᄰૉѪ 

教師のנ܍ 

̞ᄰૉ҄௶ъてໜэѽ̛ 

ภẦẟ᧙Ừụ 

̞௶ᅖљпѽࢯથ 

        ؾ 
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心ầѣẪؾ

̞ᄰૉのহ̚൵ࢂ
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ᝅẦなဃኺ᬴ 

̞ұӓӜӣҨ 

̞њのѧѾдж 

 ̮᫂ỂẨる保ᜱᎍ 

̞݊ซگࢯのಀч 

Ӑᢋのנ܍ 

̞ຎѾの્ࡀѓ 

̞ѴѶѕてみよ

うњыѽ̛ 

 ᛐめてờỤạኺ᬴ 

 થ̚ᄓൣࢯ̞
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Ẓᑥ൦ἊἷὊἋދẰỮỼὊἩὅὲẓ ίᾄஉ ᾄബδὸ 

５月に入り、園庭のⰼに気付き去年の経験を通してⰍ水遊びを始めた。ⰼや水の㔞、すり₽し加

ῶをㄪ⠇しながら様々なⰍを作ることを楽しࡴ中で、「これはぶどうジࣗース」「これはももジࣗー

ス」など、Ⰽと味を考えながらジࣗースを作る姿が見られるようになった。これをきっかけにジࣗ

ースᒇさんを㛤きたいという意ḧをもち、おᐈさんに来てもらう嬉しさ、⨾味しいジࣗースを作る

難しさなどを感じながら遊びを発ᒎさせていく楽しさを感じることが出来た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子供たちの発想をᏑ分
にཷけṆめ、他児にఏえ
ていけるように௰❧ち
する。 

 綺麗なⰍ水を作って遊ぶ中で、㹕児が「ぶどうのジࣗースができ

た！」と教師に見せに来る。「⨾味しそうなジࣗースができたね」と

幼児の姿を認めると、Ａ児が「すごい！どうやって作ったん？」と問

いかける。㹕児は実際にⰼを見せたりすり㖊で作ってみたりしながら

「⣸のⰼをいっࡥい使ってん！」「何ᅇもすり₽して、水もたくさん

入れたよ！」等、一生ᠱ作り方を話す姿があった。その姿を通して、

次の日から他児も“ジࣗースを作りたい！”と意ḧをもって遊び出し

た。ⰼによって出来あがりのⰍが違うことを意㆑しながら、自分の作

りたいジࣗースの味によってⰼを㑅んで作り、様々な味のジࣗースが

出来あがった。 

 出来あがったジࣗースを置けるようにᮘを配置すると、友達の作っ

たⰍにも興味をもち、それぞれのⰍの違いにὀ目してみることができ

た。 

 どんどん᪂しいジࣗースが出来あがり、ᮘの上に୪られてきた。

それを見たＡ児の「ジࣗースᒇさんみたい！」というひと言で“ジࣗ

ースᒇさんを㛤こう！”とᙇりษる。㹉児と㹗児が┦ㄯしながらᮘを

出してシートをᩜいたり、᳔子を୪たりしておᐈさんのᖍを作る

と、「いらっしゃいませ～！」とඖ気な声が聞こえてきた。 

 教師がおᐈさんになるが、ずかしいのかどう᥋ᐈをして良いのか

がわからないのか、なかなか動き出すことが出来なかった。そのこと

についてクラス全体で話しあう時間をもった。「おᐈさんが来たらᖍ

にෆする」や「何味のジࣗースにするか聞く」など、一ே一ேが考

えたことをしっかりと発言し、おᗑのࣝーࣝが少しずつ決まってき

た。また、┳ᯈやメࣗࢽーが必要であることも考え、作ることを決め

た。 

Ⰽ水をジࣗースに見た
てて遊ぶ楽しさ 

出来あがったジࣗース
を置くᮘを用意するな
ど、場のᩚ⌮ができる
ように配慮する。 

友達の作った物に目を
ྥけ、Ⰽの違いや⃰い・
ⷧいなどྠじⰍでも違
いがあることを知る。 

子供たちの思いをくみ
取りながら、遊びを広げ
ていけるように、ᮘや᳔
子、おぼん等を用意し、
環境をᩚえる。 

おᗑᒇさんをするⅭに
は何が必要かを考え、
࿘りにఏえる。 

 

 幼児の学び 

教師の意図と援助 

ỺἦἏὊἛṠ ἊἷὊἋầᏵẾẼỞẾたḠ 

 
 ఇみ᫂けに遊びを始めた㹕児が「ジࣗースがኚなにおいする！！」

と友達や教師にఏえに来た。みんなでໝってみると「くさっ！」「ኚ

なໝいや～」とジࣗースが⮯くなっていることに㦫きやおもしろさを

感じていた。その中で、Ａ児は「せっかく作ったジࣗースが⭉っても 

幼児の気持ちに共感
し、࿘りの幼児に知ら
せる姿を見Ᏺる。 

ỺἦἏὊἛṞ ỪたẲたẼἊἷὊἋầ˺ủるợὲ 

 

ỺἦἏὊἛṟ ἊἷὊἋދẰỮをẨたẟὲ 

ⰼのⰍ、水の㔞によって
出来るⰍ水の違い。 

ように配慮する。

おᗑᒇさんをするⅭに

Ⅲ 具体的な子供の姿に基づく実践    実践事例１    試してみよう
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子供の発見や考えをཷ
けṆめ、共感しながら
教師も共に考える。そ
れぞれの思いをఏえ合
う場を作る。 

エピソード④ テントウムシが増えてる！！ 

た…」と少しⴠち㎸んだ様子があった。話しあう時間をもつと「᪂し

いジࣗースを作ればいい」という意見が出たがＡ児が⣡ᚓできず、上

手く話し合いがまとまらなかった。そのⅭ、教師が「⮯くならないよ

うにできないかな～」とつぶやいた。それを聞き、“⭉らないジࣗー

スを作るには”と一ே一ேがよく考え、たくさんの意見が出た。その

中で、すり₽したⰼがらを入れたままにしているからそれが⭉ってし

まうのではないかというみんなが⣡ᚓできる意見が出て、“やってみ

よう！”と決定することができた。 

 次の日から、ࡊるを使ったり、手でⰼがらを取り㝖いたり、思い思

いのやり方でⰼがらが入らないように気をつけて作っていた。すると

ᩘ日たっても⮯くならないことがわかり、「⚾たちが考えた通りだ！

と喜ぶ姿が見られた。 

互いの思いをఏえ合
い、᪂しい考えを出し
合う楽しさ 

共に遊びながら楽しさに
共感し、互いに声をかけ合
う姿を見Ᏺる。 

ỺἦἏὊἛṢ ᑥ൦ἊἷὊἋދẰỮỼὊἩὅὲὲ 

 繰り返し遊ぶ中で、おᐈさんに来てもらうⅭには 

①⨾味しいジࣗースを作る 

②いろんな✀㢮のジࣗースがある方がいい 

ճどんな味があるかお知らせする 

など、自分たちで決めたࣝーࣝが出来上がった。また、「○○ちゃんぶど

うのジࣗースやって！」「もうすぐサイࢲーのジࣗースできるよ！」等、

互いに声をかけ合いながら、ὀᩥを聞くே、ジࣗースを㐠ぶே、ジࣗー

スを作るேと自然に分ᢸしながらおᗑᒇさんを㐍めていくことができて

いた。 

それぞれのᙺ割を知り、
友達と思いをఏえ合いな
がら遊びを㐍めていく楽
しさ 

自分たちで決めたࣝーࣝ
をしっかりᏲって遊ぶ姿
を大いに認める。 

【考察】 

・繰り返しⰍ水遊びをする中で、“ジࣗースᒇさんを㛤きたい！”という᪂たな発想が生まれ、そ

れを実⌧するⅭに友達と考え合い、試行錯誤しながらりあげていくことの喜びが自信に繋が

っていった。この経験を通して、᪂しい遊びを広げていくことの楽しさを知った。これからの

遊びの中でも様々な発想を広げながら遊ぶことを期待する。 

・いろいろな話し合いを通して友達の思いに気付いたり、自分とは違う意見があることを知った

りしながら、みんなの意見を一つにしていく難しさを感じた。また、みんなで思いを共有して

作りあげていく楽しさも感じることができた。これからの遊び、生άの中でも、自分とは違う

意見があることをཷけ入れながら考えていくことができるのではないかと考える。 

子供たちだけではゎ決が
難しい時は、ࣄントを出
し、できるだけ子供たち
が考え、決定していける
ように配慮する。

と喜ぶ姿が見られた。

【考察】

・繰り返しⰍ水遊びをする中で、“ジࣗースᒇさんを㛤きたい！”という᪂たな発想が生まれ、そ
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ẒήるථẻỮắを˺ụたẟὲẓ ίᾄஉ ᾄബδὸ 

５月中旬になり、砂場遊びで型抜きをしたりケーキを作ったりする姿が多く見られるようになっ

た。その姿から、クラスに『どろだんご』の絵本を置いておくようにした。絵本に気付いたＡ児が

興味をもち「光る泥だんごを作ってみたい！」と作り始めた。その姿がクラス全体に広がり、全員

が“光る泥だんごを作りたい”という思いをもち始めた。上手く出来なかった時の悔しさや一つの

物を作り上げる難しさを感じる中で、友達と考えを出し合いながら試行錯誤する楽しさやできた時

の喜びを味わいながら遊ぶことができた。 

 

子供たちの興味に合わ
せて、絵本を置くなど、
環境を設定する。 

 絵本を見てＡ児が興味をもち泥だんご作りを始める。その姿に気付

いた他児も遊びに加わり、自分たちの知っていること、絵本に書いて

いたことを思い出しながら作り始めた。バケツに砂場の土を入れ、そ

こに少しずつ水を加えながら丸い形にしていった。しかし、すぐに割

れてしまったり、でこぼこして丸くならなかったりと思うようにいか

なかった。 

なぜ上手くできなかったのかをクラスで話し合うと、「水を入れす

ぎたのかな？」「サラサラの土のほうがいいのかな？」「優しく握らな

いとだめなのかな？」等、いろいろな意見が出てきた。それらの意見

を取り入れ、 

① 水を少しずつ入れる。 ②ふるいにかけたさら砂を使う。 

という二つの作り方で試してみようと決めた。 

 次の日から、みんなで決めた作り方で試してみる。より細かいさら

砂が作れるように網目の細かいふるいも用意した。「これで作る方が

さらさら～」「違う土みたい！」と感触の違いを感じることができた。

 バケツにふるい・スコップ・水を入れるお椀など、自分たちで考え

ながら用具を用意し、黙々と作り始める。しばらくすると「あ～割れ

ちゃった…」「全然固まらない！」という声が何度も聞こえてきた。

初めはそれぞれに作っていた子供たちだが、「ひびができたら、手に

水をつけてちょんちょんしたらなくなるよ！」「さら砂をちょっとず

つかけたらいいよ！」「優しくぎゅっぎゅっ！って握るねん」等、お

互いに声をかけ合いながら作るようになった。また、「さら砂かけて

あげる！」「○○ちゃんお願い！」と協力しながら作り始める姿が見

られるようになった。 

興味をもち、自分なりに
考えて遊ぶ楽しさ。 

クラス全体で遊びが上
手くいかなかった原因
を考え合う場を作る。 

泥だんご作りに必要な
物を自分で考える。 

子供たちの声を拾いな
がら、「○○ちゃんが困
っているね」等のつぶや
きをし、友達の姿に気付
けるように配慮する。

自分のイメージする泥
だんごを作る楽しさと
難しさ 

 

 幼児の学び 

教師の意図と援助 

ỺἦἏὊἛṞ ථẻỮắを˺ẾてỚợạὲ

 

ỺἦἏὊἛṟ ݲẲの൦ểẆΟẲẪẩỠẾẩỠẾὲ 

幼児なりの考えをすぐ
に試せる用具、材料を用
意する。 

なぜ上手く出来なかっ
たのかを考える 

という二つの作り方で試してみようと決めた。

自分のイメージする物
を作る楽しさと難しさ 
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【考察】 

・“光る泥だんごを作りたい”という思いをクラスで共有し、失敗しても諦めずに試行錯誤を繰り

返してきた。何度も考え、試すことで作り方に工夫が生まれ、場所によって土が違うことにも

気付くことでたくさんの発見や学びがあった。泥だんご作りと言う経験を通して、自分たちで

考え、出来あがっていく楽しさや嬉しさを感じ、できあがった達成感や満足感が自信に繋がっ

たのではないかと考える。これらの経験を通して、失敗しても諦めずに挑戦していく力を発揮

してほしいと期待する。 

・泥だんご作りを通して土の感触や固まり方の違いなど、自然の不思議にたくさん触れることが

できた。様々な場所の土を使って泥だんごを作る中で、さらさらの土や固い土、日陰では土が

冷たくなること、石がたくさんある土を裸足で歩くと痛いことなど、体験によって不思議さを

感じ、なんでだろうと考える心が育ったのではないかと考える。これからもたくさんの自然に

不思議さを感じながら遊ぶ楽しさを味わってほしいと願う。

幼児の気付きや発見を
大いに認め、嬉しさや
楽しさに寄り添う。 

エピソード④ テントウムシが増えてる！！ 

子供たちの発想を引き出
せるように、問いかけ、
考える時間を作る。 

ỺἦἏὊἛṠ ჿئのםểᢌạὲὲ

幼児の疑問に思ったこ
とをすぐに試せる環境
作りをする。 

 園の畑に行く日の朝に「畑の土と砂場の土って一緒かな？」と子供

たちに問いかけた。去年から野菜やさつま芋植えで畑の土を触る機会

が多かった子供たちは「砂場の土とは違う！」と感触の違いを知って

いた。するとＡ児が「畑の土で泥だんご作れるかな？」と言った。そ

れを聞いて他児も興味をもち、畑の土をもって帰ってくることが決ま

った。 

 畑の土に水を入れると砂場の土の感触とは大違いで、「うわ～ねち

ゃねちゃやー！」「気持ちいい～」と思い思いの言葉が聞こえてきた。

場所によって土の違いがあることを知り、園庭の土も使ってみること

にした。 畑の土と砂場の砂の感
触の違い 

園の畑に行く日の朝に「畑の土と砂場の土って一緒かな？」と子供

たちに問いかけた。去年から野菜やさつま芋植えで畑の土を触る機会

にした。

考える時間を作る。

子供たちの達成感、充
実感を十分に認め、教
師も感動を共有する。

砂場・畑・園庭の土を使って泥だんごを作った。 

・砂場の土は細かい石がたくさんあり、さらさらすぎてすぐに割れて

しまう。

・畑の土は良く固まって良かったが、固まりすぎて硬くなってしまっ

た。また、綺麗な丸にすることが難しく、でこぼこになってしまう。 

・園庭の土は柔らかく、水を入れるとよく固まり、少しずつ綺麗な丸

にできた。

実際に作ってみる中で、「この土硬い！」「ここの土は良く固まる！」

など、それぞれの土の違いを知り、どれが“光る泥だんご”を作るの

に適しているかを考え、【園庭の土】が一番作りやすいことを発見し

た。園庭の土を使い、何日もかけて少しずつ作り、それぞれにお気に

入りの光る泥だんごを作りあげることができた。 

何度も失敗を繰り返し
ながら、作りあげた達
成感や満足感を感じる
楽しさ 

子供たちの気付きや考
えを大いに認め、自信
に繋げる。 

「泥だんごが光ってき
た！」などより期待感
がもてるように励まし
ていく。 

土の質によって感触や
固まり方が違うこと 

ỺἦἏὊἛṢ ήるථẻỮắのޒᅆ˟ὲ
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 幼であることを発見した子供たちは、自分たちで育てたいという

思いをもつ。「育てるならみんながおẕさんになってあげないといけ

ないね」という教師の言葉を聞いて、「⚾、おẕさんになる！」とᙇ

りษっていた。 

 まずは幼の㒊ᒇ作りから…「土入れた方が良いかな？」「葉っࡥ

のおᕸᅋもいるんじゃない？」と友達と┦ㄯしながら土や葉っࡥを入

れる。そのᚋࣈラムシを᥈しに行くがなかなか見つからない。する

とＡ児がある葉っࡥにテントウムシがいるのを発見！それが本でㄪ

エンドウであることに気付き、「テントウムシのዲきなࣀラス࢝た

葉っࡥや！」「ここにいるᑠさいがࣈラムシや！」と他児にఏえ、

クラス全体で共有することができた。ࣈラムシが見つかり、「ご㣤

だよ」「いっࡥい㣗てね」等、テントウムシの幼に話しかける姿

があった。

子供たちがㄪられる
ように、絵本や図㚷を見
える置にᥦ♧してお
く。 れんげ畑でたくさんテントウムシを見つけた。その中でテントウム

シと違う形のᑠさい㯮っࡱいを発見し、「これ何かな？」と疑問を

もつ。㹉児、㹗児は知っていた様子で「テントウムシの㉥ちゃんやん

な？」と思いを共有し合う。

園で絵本や図㚷を使ってㄪ始めると「これかな？」「Ⰽが違うか

な～？」「ここにも㍕ってるで！」「これと一緒や！」と友達とఏえ合

いながら、テントウムシの幼であることがわかった。 

 また、ㄪる中で࢝ラスࣀエンドウの葉っࡥがዲきでࣈラムシを

㣗ることを知った。 

ỺἦἏὊἛṟ ʻଐẦỤỚỮなầấẰỮὲ

子供の発見や考えをཷ
けṆめ、共感しながら
教師も共に考える。そ
れぞれの思いをఏえ合
う場を作る。 

不思議に感じたことを
自分でㄪ、発見する
嬉しさ 

“おẕさん”という子供た
ちの㌟㏆なே物にえな
がら、大ษに育てる気持ち
を感じられるように言葉
がけをする。 

友達の思いや考えを知り、
互いの思いを⤌み合わせな
がら一つの環境を作り出す
楽しさ 

生き物のコーࢼーを作り、
自分たちの࣌ースでẖ日ࡺ
っくりほ察ができるように
環境を設定する。 

幼児の学び 

教師の意図と援助 

ỺἦἏὊἛṞ ႆᙸὲ˴のហẼỞỮẦなᾎ

૰ಭᆭ２  њѠࠖҁѼ 

ẒἘὅἚỸἲἉのហẼỞỮٻẨẪな～ủὲẓ ί ᾃஉ～ᾄஉ ᾄബδὸ 

園࿘㎶のれんげ畑をᩓ⟇に行った時、テントウムシとテントウムシの幼を発見した。初めはつ

かまえることが嬉しいという様子の子供たちだったが、ほ察することでいろいろな気付きや発見が

あると思い、幼⛶園で育てることに決めた。不思議や㦫きを感じた子供たちは、様々なことを発見

し、友達と┦ㄯしたり思いを共有し合ったりする中で、テントウムシに思いを寄せ、共に成㛗を喜

び合うことができた。 

環境を設定する。

（ 中 略 ）
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不思議に思い、生き物に
思いを寄せる優しさ。 

ỺἦἏὊἛṠ ហẼỞỮầѣẦなẟὲὲ 

 ある日Ⓩ園した㹉児が㣫育ケースをほ察していると「動かない㉥ち

ゃんがいる！」と発見し、他児に知らせる。「なんでかな？」「ᐷてる

のかな？」「ඖ気ないのかな？」という声が聞かれた。それから、㣵

を入れる際には、「そーっと入れて！」「動かしたらあかんで！」等、

動かなくなった幼を動かさないようにとៅ㔜にୡ話をする姿が見

られた。 

幼児の気持ちに共感
し、࿘りの幼児に知ら
せる姿を見Ᏺる。 

ỺἦἏὊἛṡ ἘὅἚỸἲἉầفảてるὲὲ 

 ఇみ᫂けにテントウムシが増えていることを発見し、不思議に思っ

た㹗児と㹉児がㄪ始める。㉥ちゃんが動かなくなったのは“さなぎ”

になったからであること、さなぎになってテントウムシが生まれてく

ることがわかり、教師や友達に一生ᠱఏえる。不思議に思ったこと

を発見できてとても嬉しそうな⾲であった。そのᚋも一生ᠱㄪ

たり、ほ察したりを⥆け、生まれてすぐは㯤Ⰽのテントウムシである

ことやだんだんᶍ様が出てくることなどもわかった。 

生き物の成㛗の㐣⛬や
ኚを知った喜び。 

それぞれの意見に共感
しながらあまり入せ
ず、子供たちだけで㺁
決められるように見Ᏺ
る。

テントウムシの成㛗㐣
⛬がわかるような図㚷
を置いておく。 

テントウムシㄌ生の嬉
しさ。 

ỺἦἏὊἛṢ ἘὅἚỸἲἉẰỮấᆰỎたẟẦなᾎ 

ことやだんだんᶍ様が出てくることなどもわかった。 テントウムシの成㛗㐣

 テントウムシがたくさん生まれ、㣫育ケースがいっࡥいになってき

た。触ってみようとを㛤けた時にすぐ㣕ぼうとするテントウムシを

見て「㣕びたいのかな…？」という幼児の声を聞き、これからずっと

㣫うのか㏨がしてあげるのかをクラスで話し合う時間をもった。 

“せっかくつかまえてきたのに㏨がしたくない”“お∗さん、おẕ

さんに会いたいと思うから㏨がしてあげたい”“広いお✵㣕びたいと

思う”など様々な意見が出た。はじめは自分の意見ばかりᙇする幼

児が多く、なかなか決められなかったが、少しずつ┦手の意見を聞こ

うとする姿が見られるようになった。“㏨がしたくない！”と言って

いた幼児も友達の意見を聞き、“㏨がしたくないけど、テントウムシ

さんがお✵㣕びたいと思うから㏨がしてあげる”と生き物の気持ちに

なって考えることができた。みんなで「ඖ気でね～！」「いってらっ

しゃ～い」と声をかけ、㏨がした。 

しっかりと自分の意見
を言う中で、友達の思
いにも気付き、それを
ཷけ入れながら自分の
意見にᫎさせる。ᢡ
り合い。 

生き物の気持ちになっ
て考えることで、㌟㏆
に感じたり大ษに思っ
たりする姿に寄り添
う。 

気付いたことをいつでもグ㘓でき
るように‽ഛしておく。⾲にしてᥦ
♧することで、成㛗㐣⛬のり返り
ができる。 

【考察】 

・テントウムシを育てる中で「なんでだろう？」「どうしてかな？」

等、様々な不思議が生まれ、それを自分たちの力でㄪ発見す

るすることができた。知ることの嬉しさを感じたことで、ᚋ

出会う様々な㇟にᑐして、᥈⣴・᥈✲していこうとする意ḧ

に繋がっていくのではないかと考える。 

・テントウムシというある物の成㛗に触れることで、ேとは違

うがあることに気付き、大ษにしようとする気持ちがⱆ生

え、生をᑛ㔜する心に繋がっていくのではないかと考える。 
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ỺἦἏὊἛṟ ẰなẩỆなẾてるὲ 

11

ẒỽἨἚἲἉ٭ٻ៲ẓ ίᾅஉ ᾃബδὸ 

㸴月ごろ、๓年度から㒊ᒇで㣫育していたࣈ࢝トムシのケースに興味をもち始めた子供たち。初

めはࣈ࢝トムシの㣫育ケースを置いていても㛵心を♧さなかったが、入園してから様々な生き物を

㣫育し触れ合う中で少しずつ㛵心をもち始めୡ話をするようになり、ࣈ࢝トムシが日々ኚを㐙げ

ていく様子に気࡙くようになった。ẖ日ほ察しながら喜び、ࣈ࢝トムシの成㛗を共に喜び、自分た

ちで図㚷を見ながらㄪることを通して友達と一緒に㦫きや感動を共有するが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

トムシが大ዲきなＡ児。Ⓩ園してすぐに幼がⓑくなっているࣈ࢝

ことに気࡙き、「ねえ！ⓑくなってる！」と教師や友達に知らせる。

他児も興味をもち見ようとする。教師は「Ａྩよく気が付いたね。み

んな教えてもらえてよかったね。」と࿘りの幼児に声をかけた。に

ヲしい㹀児が「これはさなぎになってるんだよ。だから触ったらだ

め！」と࿘りの幼児に教えている。「なんで触ったらだめなの？」と

聞くと「触ったらᡃしてṚࡠから！」と⟅えた。他児もそれを聞き、

さなぎは触ってはいけないと友達ྠኈで教え合っていた。そのᚋＡ児

と㹀児は図㚷を出してきて┿を見ながら「これとおんなじや！」「う

ん、これやな！」と話をしながらほ察していた。 

 

幼からኚしたこ
との気࡙き 

の大ษさを感じ、ඖ
気に大きくなってほ
しいという思いやり 

本とẚながら
ほ察する楽しさ 

幼児の気࡙きを認
め、他児に思いをఏ
えられるようなに言
葉かけをする。 

ỺἦἏὊἛṞ ấɭᛅ᪴ࢌるẹ 

 ಖ育ᐊにあった㟝྿きを見つけ,「何に使うのかな」と教師にᑜね

る㹀児。「ࣈ࢝トムシのおୡ話に使うのよ」とఏえると「やりたい！」

と意ḧを見せる。㹀児が㟝྿きで水をかけている姿を見て他児も自

分もやりたいと興味をもった。幼が土から出てきたところを見つ

け「これ、なに？」と疑問をもつ幼児もいた。「ࣈ࢝トムシかな」「さ

なぎになるんかな」「ኚ㌟するんかな」とୡ話をしながら友達ྠኈで

思いをఏえあってࣈ࢝トムシの絵本を見ていた。それからＡ児と㹀

児はẖ日Ⓩ園すると一番にࣈ࢝トムシを見るようになり、㟝྿きを

してୡ話をすることや幼をほ察することを楽しんでいた。 

トムシに思いをࣈ࢝
寄せ、想ീしながら幼
児なりの思いを言葉
でఏえあう楽しさ 

トムシになるこࣈ࢝
とを楽しみにし、期待
をもってୡ話をする
喜び 

興味をもった時に見
られる置に絵本や
図㚷を置いておく。 

  

 

教師の意図と援助 

幼児の学び 
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【考察】 

トムシのୡ話を通して、日々ኚしていくことに㦫きを感じ心をᦂさぶられた子供たち。そࣈ࢝・

のኚする㐣⛬で子供たちの疑問に寄り添うように図㚷を置いたことで子供たちがますます自分

たちの力でㄪようとする意ḧをもつことにつながったのではないかと考える。 

・友達とほ察したり一緒にୡ話をしたりすることで「ඖ気に大ேのࣈ࢝トムシになってほしい。大

ேになったࣈ࢝トムシが見てみたい」というᙉい思いがクラスに広がった。その㐣⛬で喜びや㦫

き、発見を共有していくことで友達㛵ಀも῝まっていったのではないかと考える。 

 日からࣈ࢝トムシが気になり朝᪩くⓏ園していたＡ児はある朝

トムシが生まれているのを発見した。土から出ているのを見つࣈ࢝

け、友達の㹀児に「生まれてる！！」と声をかけ、Ａ児と㹀児は大

喜び。クラスの中には触ることを᎘がりᛧがる子もいたが㹀児が「࢜

スはちっちゃいゅを持ったら㸦手が㸧痛くないで」と教えてくれる

とᛧがっていた子も「触ってみたい！」「持ってみようかな…」と✚

ᴟⓗに触ろうとしていた。「すごい！ᛧかったのに触れるようになっ

たんだ！」と教師が認めると「うん！ちっちゃいゅ持てたー！」と

➗㢦で見せてくれた。 

トムシのおうちって何がいるのࣈ࢝」トムシのᐙ࡙くりではࣈ࢝ 

かな？」とᑜねるとＡ児はさなぎを見ていた図㚷をもってきて「こ

れに書いてあった！」と本を見ながら土やᮌ、エサのࣜࢮーを入れ

たりして㐣ごしやすいおうちを考えていた。 

友達ྠኈで生まれた
喜びを共有すること 

 

自らㄪたりほ察し
たりする楽しさ 

ンジできたこࣞࣕࢳ
とを共に喜び、満足感
や達成感を感じられ
るようにする。 

幼児が考えられるき
っかけを作り、幼児な
りの思いに寄り添い
ながら一緒に考える。

ỺἦἏὊἛṠ ỽἨἚἲἉầဃộủたὲ 

ケースの中に㒊ᒇを作ったりエサをやったりしながらࣈ࢝トムシと

ふれ合うことを楽しんでいる。ふたを㛤けると、㸯༉のࣈ࢝トムシが㣕

び出てቨにとまった。子供たちは「びっくりした！」「ࣈ࢝トムシって

㣕ぶんや！」と㦫き、᪂たな発見を喜んでいた。そのᚋも「あ！⩚出て

きた！」「㣕びそう！」とほ察を楽しんでいた。「㣕ࣈ࢝トムシ」の絵

本を見ながら「こんな㣕び方だった？」「うん⩚がバࢱバࢱしてた！」

「びっくりしたね࠻」と思いを共有していた。 

᪂たなことを発見
した喜び 

㦫きに共感し、発
見したことを共に
喜ぶ 

ỺἦἏὊἛṡ ỽἨἚἲἉẾてốのὲᾎ 
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ẒỔẆᑔấịẬὲẓ ίᾆஉ ᾃബδὸ 

おばけの絵本をㄞんでおばけに興味をもった子供たちと一緒にࣞジ⿄でおばけを作った。それぞれ

が自分の思いᥥく㢦をᥥき、「おばけの㢦ってどんな㢦かな？」と楽しんでไ作をした。成したも

のを「㢼⯪おばけ」とんで、自分の㢦にᙜてたりᢞげたりして遊ぶ中で子供たちなりに考えて様々

な遊びを作り出すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ỺἦἏὊἛṞ ấịẬをỿἵἕἓὲ 

 それぞれ自分のおばけが成し、友達や教師に見せて楽しんでいた。始

めは自分の㢦にᙜてておばけになって遊んでいた。㹐児が㢼⯪おばけをᢞ

げ、キࣕッࢳして遊び始めたので「㹐ちゃん、それおもしろそうだね！」

と声をかけると他児も興味を持ち┿ఝて遊び始めた。「キࣕッࢳするの楽

しい！」「ふわってなる！」と⣲材ならではの感ぬを楽しんでいた。 

 㹗児はうまくᢞげることができなかったので、「ඛ生が上からᢞげて！」

とッえてきた。そこで一緒にࣞࣕࢳンジしながらも教師が㧗く手をᣲげて

ⴠとすとよく㣕び、「すごーい！あっちまで㣕んでいった！」と子供たち

は大喜び。他児も自分でᢞげているのと教師が上からⴠとしているのとで

“何か違うぞ”と感じ取り、「⚾のもして！」と意ḧⓗに遊ぶことができ

た。 

ỺἦἏὊἛṟ ấịẬầịẰủた～ὲ 

 㢼⯪おばけを㣕ばして遊んでいるとᡪ㢼機の㢼がᙜたり「㢼が྿いてく

る！」という声が聞こえたことで、よりᡪ㢼機に㏆࡙けてᢞげるようにし

てみた。子供たちはᙉい㢼でໃいよく㣕んでいく㢼⯪おばけを㏣いかけ、

キࣕッࢳしている。「㸦ⴠちてくるのが㸧᪩いー！」「ᒆかなかった！」と

何度もࣞࣕࢳンジしようとする姿が見られた。㢼がᙉかったり㧗いところ

からᢞげたりするとよく㣕ぶなど遊びの中から不思議に思ったり発見し

たりすることができた。 

 I 児が「おእで㣕ばしたい」と声をかけてきた。「それは楽しそうだね！

でも㣕んで行ってしまわないかな？」と問いかけると「そっか、どうしよ

う」と考えているようだった。 

幼児の発見を他児
が気付けるような
声かけをする。 

幼児と共に発見を喜
び、遊びが広がるよ
う援助する。 

ᢞげ方やᢞげる㧗
さによって違いが
あることの気࡙き 

自分で作り上げる
楽しさ 

㢼による㣕び方
の違い 

キࣕッࢳできな
くてもあきらめ
ず楽しみながら
ンジしよࣞࣕࢳ
うとする気持ち 

幼児の思いに共感
し、共に考える。 

 

 幼児の学び 

教師の意図と援助 

૰ಭᆭϧ  Ѡ࿈ધࡠ 
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【考察】 

・㢼⯪おばけで遊ぶことを通して㢼という自然の中で遊ぶ楽しさをᏑ分に味わった。㢼のᙉさやໃ

いを体感しながら㢼⯪の㣕ぶ㧗さに違いがあることを発見していた。 

・幼児が感じたことや楽しいと思ったことを共有し、友達ྠኈで㢼⯪のをし合いながら試して

いた。友達と共に遊ぶ楽しさをᏑ分に味わうことができたように感じた。 

・㢼⯪という一つの⣲材が㢼のᢠをཷけることで様々な形にኚわったり㧗さがኚわったり動きが

ኚわったりする「おばけ㢼⯪」をただ作るだけに⤊わらず、キࣕッࢳするという遊びの中で教師

が共に楽しࡴことで子供たちの意ḧはどんどん㧗まっていった。また、እで遊びたいという子供

の思いに寄り添うことでさらなる発見を生んだ。教師はᖖに子供と楽しみ、子供の感じる不思議

さや発見の喜びに共感したことがたくさんの学びをᚓることにつながったと考える。 

ỺἦἏὊἛṠ ỔỔᑔấịẬ 

 እで遊びたいという子供たちの声をཷけ、ひもをつけ、ฏのようにする

ことにした。子供たちはእに出るとひもを持って思いษり㉮り出した。

しかしṆまっても㢼⯪おばけがふわふわと動いていることを発見した子

供もいた。「動いてないのにふわふわって動いた！」「おእだから㢼が྿

いてるもん」とそれぞれの思いをఏえ合っていた。

 㹐児が「㹗ちゃんのちょっと㈚して」と言って㸰つ持って㉮り出した。

それを見て他児もそれぞれ㈚し合いながらたくさんの㢼⯪おばけをもっ

て引っᙇるような感ぬを楽しんでいた。全員分が㞟まり、௦で遊んで

いると㹇児が「㔜たい！」と言いながら㉮り出した。㢼のᢠで㢼⯪お

ばけの形がኚわったり㉮るໃいで㧗さがኚわったりすることを体験でき

た。

幼児なりに遊んで
いる姿を見Ᏺり、幼
児の発見や喜びに
共感する。 

㡰番をᏲるなど気
持ちよく遊るよ
うに声をかけなが
ら全員が体験でき
るようにする。 

友達の発見から考
えたり気持ちを言
い合ったりする㠃
ⓑさ 

㢼のᙉさで㢼⯪
の㧗さがኚわる
おもしろさ 




